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1. 緒言 

 外部刺激に応答する機能性材料は、次世代の

光学デバイスやセンサー技術の基盤として注

目されている。特に円偏光発光(CPL : Circularly 

Polarized Luminescence)は、分子のキラリティー

を反映した光学現象として、三次元ディスプレ

イ、光情報処理、光暗号通信、がん細胞診断薬

など、さまざまな分野への応用が期待されてい

る。CPLを発現する有機分子の開発は進んでい

るものの、外部刺激に対して発光特性を変化さ

せる材料はまだ限られている。生体内における

細胞ごとで水素イオン濃度が異なることが知

られており、CPLを伴う外部刺激型発光物質は、

次世代生体イメージング材料となりえる1)。 

シッフ塩基はアミンとカルボニル化合物の

縮合させることにより容易に誘導でき、更に分

子設計の自由度の高さから、多くの機能性材料

が開発されている2)。特にシッフ塩基の発光特

性は細胞のイメージング試薬、金属イオン検出

試薬として用いられている3)。不斉源を有した

アミンまたはカルボニル化合物を用いること

で、多様な光学活性シッフ塩基を調製すること

ができる。近年、低温状態でも柔軟性を有した

単結晶シッフ塩基が見いだされている4)。本研

究室では光学活性シッフ塩基配位子を用いた

金属錯体を創成し、CPL特性について報告して

いる5)。これまで本研究室で報告したシッフ塩

基は、o位に酸性ヒドロキシ基を有しており、

水素イオン濃度および溶媒極性から物質変換

し、CPL特性の波長シフト、異方性因子の変化

が期待できる。 

本研究では、光学活性シッフ塩基(1, 2)を用い、

塩基添加、溶媒の極性による分光特性について

検討を行った（Figure 1）。 

 

 
Figure 1. Structures of (S/R)-1 and (S/R)-2. 

 

 

 

2. 実験 

1, 2は、対応するアルデヒドと (S)/(R)-1-

phenylethylamineを縮合させることにより得た。

1, 2のDMSOまたはCH2Cl2溶液のUV/Vis, CD, 

発光スペクトルを測定したのち、KOBu-tを添

加し同様のスペクトルの測定を行った。 

 

3. 結果および考察 

  

Figure 2. UV/vis spectra of 1 and 2 in the absence/ 

presence of KOBu-t in DMSO; - - - - 1,  ̶ ̶̶ ̶̶ 1 + 

KOBu-t, - - - - 2,  ̶ ̶̶ ̶̶ 2 + KOBu-t. 

 

Figure 3. CD spectra of (S)/(R)-1 and (S)-2 in the 

absence/presence of KOBu-t in DMSO; - - - -/- - - - 

(S)/(R)-1,  ̶ ̶̶ ̶̶ / ̶̶ ̶ ̶̶ (S)/(R)-1+KOBu-t, - - - - (S)-2,  

̶ ̶̶ ̶̶ (S)-2 + KOBu-t. 

 

1, 2のDMSO中における塩基である KOBu-t

無添加/添加した UV/Visスペクトルおよび CD

スペクトルを Figure 2, 3に示す。Figure 2より

1, 2 双方とも、KOBu-t の添加による著しい極

大吸収のシフトに対する差異は認められなか

った。しかし、1では KOBu-tの添加により 440 
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nm から 465 nm に新たな吸収が認められた。

Figure 3の CDスペクトルにおいても、KOBu-

t の添加によるコットン効果の変化は認められ

なかった。このように KOBu-t の添加による、

吸収に基づく分光特性について 1, 2 は特徴的

な変化は認められなかった。しかし、測定に用

いた溶液に対し 365 nm の光を照射すると、

KOBu-t の添加した溶液に対して発光が認めら

れた。 

 

Figure 4. Emission spectra of 1 in the presence of 

KOBu-t in DMSO:  ̶ ̶̶ ̶̶  and in CH2Cl2:  ̶ ̶̶ ̶̶ . 

 

 Figure 4 に 1 の DMSO 及び CH2Cl2溶液に

KOBu-t を添加した、発光スペクトルを示す。

1 の DMSO 溶液は発光を示さなかったが、

KOBu-tの添加した溶液は、473 nmが極大発光

波長となる黄色発光を示した。溶媒を CH2Cl2

としても 469 nmに極大発光波長を示した。同

様に 2 の KOBu-t を添加した溶液に 365 nm の

光を照射すると発光が認められた。1,2 は、塩

基添加による外部刺激による発光特性を示す

ことが明らかとなった。 

 講演会では、他の光学活性シッフ塩基も含め、

KOBu-t添加した分光特性について報告する。 
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